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今
年
は
都
区
制
度
改
革
が
正
念
場
を

迎
え
ま
す
。「
都
区
制
度
改
革
っ
て
？
」

と
思
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

要
は
、
本
来
区
税
で
あ
る
べ
き
固
定
資

産
税
や
法
人
住
民
税
な
ど
が
都
税
と
さ

れ
て
い
る
状
態
を
改
革
し
、
お
隣
の

武
蔵
野
市
の
よ
う
に
市
税
と
し
て
市

民
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
課
題
で

す
。

　

本
来
こ
れ
ら
の
税
金
は
、
区
（
市
）

税
で
す
べ
て　

区
の
区
民
の
た
め
に

２３

生
か
さ
れ
る
べ
き
財
源
で
あ
り
、
都
が

そ
の
使
い
道
を
決
め
て
い
る
今
日
の
姿

は
、
地
方
分
権
の
流
れ
か
ら
み
る
と
逆

行
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

区
税
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
都
税
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
は　

区
が

２３

東
京
市
の
内
部
の
行
政
区
画
で
し
か
な

く
、
こ
れ
ら
の
税
金
は
東
京
市
の
市
税

と
し
て
徴
収
し
て
い
た
歴
史
的
な
沿
革

に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
時
代
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
自
治
法
改
正
で　

区
２３

は
市
と
同
じ
「
基
礎
的
な
自
治
体
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
杉
並
区
の
正
式
英
語

表
示
も
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
（
市
）」
で
、
単
な

る
行
政
区
画
を
表
す
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
と

い
う
単
語
は
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
分
権
の
流
れ
か
ら
も
こ
れ

ら
の
税
を
本
来
の
姿
で
あ
る
区
税
に
す

べ
き
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
法
改
正

が
必
要
で
、す
ぐ
に
は
実
現
困
難
で
す
。

　

年
の
都
区
制
度
改
革
で
は
、　

区
か

１２

２３

ら
徴
収
さ
れ
る
固
定
資
産
税
な
ど
三
つ

の
都
税
収
入
の　

区
へ
の
配
分
割
合

２３

を
、
清
掃
事
業
な
ど
の
移
管
に
あ
わ
せ

て
そ
れ
ま
で
の　

％
か
ら　

％
に
増
や

４８

５２

す
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の　

％
と

５２

い
う
数
字
に
は
確
た
る
合
理
的
根
拠
は

な
く
、
改
革
は
未
完
の
ま
ま
で
す
。　
１８

年
ま
で
に
本
質
的
な
解
決
を
図
る
こ
と

に
な
り
、
今
年
が
正
念
場
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

財
政
的
に
苦
し
い
都
が
財
源
を
手
放

し
た
く
な
い
の
は
わ
か
ら
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
区
の
も
の
は
区

に
」
そ
ろ
そ
ろ
任
せ
て
は
ど
う
か
。

「
首
都
だ
か
ら
」
と
か
「
大
都
市

行
政
だ
か
ら
」
と
い
う
都
の
主
張

は
、
杉
並
区
と
武
蔵
野
市
を
異
な

る
扱
い
に
す
る
理
由
と
し
て
は
薄

弱
で
し
ょ
う
。
区
民
に
一
番
身
近

な
と
こ
ろ
で
区
民
の
大
切
な
税
金
の
使

い
道
を
決
め
た
方
が
、
遠
い
都
庁
で
使

い
道
が
決
め
ら
れ
る
よ
り
、
は
る
か
に

効
率
的
で
生
か
さ
れ
た
お
金
の
使
い
方

が
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
任
せ
て
は

ど
う
か

杉
並
区
長

計
画
改
定
の
背
景

　

区
は
、　

年
に
、
９
年
度
の

１１

「
緑
化
基
本
調
査
」（
現
在
は

「
み
ど
り
の
実
態
調
査
」）を
も

と
に
「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
緑
化
施
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
重
点
的
な

緑
化
施
策
を
区
全
域
で
行
う
必

要
が
出
て
き
た
こ
と
、
都
市
緑

地
保
全
法
（
※
２
）
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
計
画

を
こ
れ
ら
の
状
況
や
現
在
の
み

ど
り
の
施
策
の
進
展
状
況
に
あ

っ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
部

分
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

改
定
の
主
な
内
容

①
緑
化
重
点
地
区
を
区
全
域
に

拡
大
し
ま
す

　

現
行
の
「
杉
並
区
み
ど
り
の

基
本
計
画
」
で
は
、
三
地
区

（
上
井
草
・
桃
井
周
辺
地
区
、

天
沼
・
阿
佐
谷
周
辺
地
区
、
神

田
川
周
辺
地
区
）
を
緑
化
重
点

地
区
に
指
定
し
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
で
定
め

た
み
ど
り
の
将
来
像
や
計
画
目

標
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
区
の
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
地
域
の
特
性
と
実
情
に
合
っ

た
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

た
め
、
緑
化
重
点
地
区
を
区
全

域
に
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
制
度

お
よ
び
税
制
優
遇
措
置
を
よ
り

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

②
み
ど
り
の
実
態
数
値
を
更
新

し
ま
す

　
　

年
に
、
区
内
の
み
ど
り
の

１４
現
況
や
、
み
ど
り
に
対
す
る
区

民
意
識
に
つ
い
て
「
み
ど
り
の

実
態
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
計

画
の
中
の
み
ど
り
の
実
態
を
表

す
数
値
を
更
新
し
ま
す
。

③
施
策
（
区
の
政
策
や
方
針
）

の
文
言
を
整
理
し
ま
す

　
「
す
ぎ
な
み
五
つ
星
プ
ラ
ン
」

（
基
本
計
画
・
実
施
計
画
）
と

の
整
合
を
は
か
る
と
と
も
に
、

み
ど
り
の
基
金
創
設
を
は
じ

め
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
創
設
、
屋
上
緑
化
助
成

の
検
討
な
ど
は
計
画
を
実
施
し

て
い
る
た
め
、
み
ど
り
の
施
策

の
進
展
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
施

策
の
文
言
を
整
理
し
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
 

２
月　

日 

午
後
６
時　

１５

３０

分
〜
８
時 

産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

） 
１９

当
日
、
直
接
会
場
へ

※
現
行
の
「
杉
並
区
み
ど
り
の

基
本
計
画
」は
、区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 
用
語
解
説

※
１
み
ど
り
の
基
本
計
画
と
は

　

都
市
緑
地
法
に
定
め
ら
れ

た
、
区
市
町
村
が
独
自
に
策
定

す
る
、
み
ど
り
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画
。
都
市
公
園
の
整

備
、
み
ど
り
の
保
全
や
区
民
と

の
協
働
に
よ
る
緑
化
活
動
の
推

進
な
ど
、
具
体
的
な
方
策
を
示

す
。

※
２
都
市
緑
地
保
全
法
と
は

　

都
市
の
緑
地
の
保
全
お
よ
び

緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
た
法
律
。　

年
に

１６

都
市
緑
地
法
に
改
正
さ
れ
た
。

時

（火）

場

申

ご意見をお寄せください
①
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
素
案
閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス　

３
３
１
６
‐
２
４
７
０
で
３
月

FAX

２
日 

ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係

へ
。

②
ご
意
見
に
は
、
住
所
・
氏
名
（
在
勤
の
方
は

勤
務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校

名
と
所
在
地
）、
事
業
者
は
事
業
所
の
名
称
、
所

在
地
、
代
表
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意

見
を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
２
月
１
日 

〜
３
月
２
日 

☆

【
素
案
閲
覧
場
所
】
公
園
緑
地
課
（
区
役
所
西

棟
四
階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、

区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館

（水）

（火）

（水）

▲井草森公園（井草４丁目）

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本
計
画
」

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本
計
画
」を
改
定
し
ま
す

を
改
定
し
ま
す

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本
計
画
」を
改
定
し
ま
す

区
は
、　

年
に
策
定
し
た
「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本
計
画
」（
※
１
）
を
、
部
分
的

１１

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
計
画
改
定
の
背

景
や
改
定
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、「
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
」
に
基
づ
く
区

民
意
見
の
提
出
手
続
き
に
よ
り
、
ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。

    　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ
。
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〈精神保健福祉ボランティア講座〉
会　場講　師内　容月日

セシオン
杉並
(梅里１‐
２２‐３２）

田園調布学園大学
教授
　　　助川　征雄

〈公開講座〉
精神保健福祉ボラン
ティアの意味と役割

２月
１５日（火）

とおる医院精神科
　　　　高橋　亨

〈公開講座〉
精神疾患・障害の基
礎知識

２１日（月）

クッキングハウス
　　　松浦　幸子
工房ラルゴ当事者
ほか

地域でともに暮らす
ために

３月
１日（火）

各保健セ
ンター保健センター職員

デイケア（精神障害
者社会復帰訓練）実
習など
（期間内１回程度）

２日�
～２１日
（月）

セシオン
杉並

市民活動実践研究
者　　岩谷　良恵

地域でやさしい関係
づくり２２日（火）

※時間はいずれも、午後２時～４時。３月１日のみ午後１時
３０分～４時３０分。

共
同
作
業
所
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

情
報
セ
ン
タ
ー
あ
お
ば

　

職
員　

田
中　

直
樹
さ
ん

　

昭
和　

年
に
、
区
内
最
初

５７

の
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所

（
あ
お
ば
作
業
所
）
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
区

内
各
地
に
次
々
と
誕
生
し
、

現
在
は
一
五
カ
所
で
す
。

　

活
動
内
容
も
広
が
り
、
内

職
作
業
だ
け
で
な
く
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
や
飲
食
店
の
営

業
、
公
園
や
ビ
ル
の
清
掃
、

パ
ソ
コ
ン
の
情
報
処
理
や
文

書
作
成
な
ど
、
多
様
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
相
談
、
交
流
な

ど
、「
働
く
」
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
生
活
全
般

に 
関 
わ
る
幅
広
い
支
援
の
場

か
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
多
く
の
作
業
所
で
国

家
資
格
の
「
精
神
保
健
福
祉

士
」
を
配
置
す
る
な
ど
、
専

門
的
な
援
助
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

制
度
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
利
用
者
に
と

っ
て
「
今
、
最
も
必
要
な
こ

と
」
を
生
み
出
す
場
所
が
共

同
作
業
所
で
す
。
地
域
全
体

の
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精
神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

精
神
障
害
者
の
理
解
に
む
け
て

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社

会
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
に

か
か
る
人
の
数
は
増
え
て
い

ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
だ
れ
で
も
か

か
り
う
る
病
気
で
す
が
、
多

く
の
人
は
「
自
分
と
は
無
縁

だ
」
と
考
え
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

　

精
神
障
害
者
は
、
思
い
が

け
ず
精
神
疾
患
に
か
か
り
、

そ
の
症
状
の
た
め
に
生
活
の

し
づ
ら
さ
な
ど
の
障
害
を
持

っ
た
方
で
、
豊
か
な
個
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
者
に
対
す
る
誤

っ
た
認
識
や
偏
見
の
た
め

に
、
周
囲
の
人
々
が
拒
否
的

な
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
病
状
が
悪
化
し
た
り
受

診
が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

精
神
疾
患
に
か
か
っ
て

も
、地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
共
生

社
会
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
ケ

ア
（
精
神
障
害
者
社
会
復
帰

訓
練
事
業
）
で
、
月
二
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
（
下
記
）
を
受
講

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。

　

初
め
は
、
精
神
障
害
者
の

方
々
に
知
識
が
な
く
接
す
る

こ
と
に
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
実
際
に
お
会
い

し
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
、
創
作

な
ど
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
今
ま
で
日
常
生
活
で
気

付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

心
の
病
に
は
様
々
な
原
因

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
繊

細
な
神
経
の
方
、
心
の
優
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て

　
　
　

秦　

文
代
さ
ん

　
　

（
和
泉
４
丁
目
在
住
）

▲通所者による公園の清掃作業

▲

工
房
ラ
ル
ゴ
で

作
っ
た
布
の
花

１
梅
里
１
―　

―　
　

３
３
１

２２

３２
FAX

７
‐
６
６
２
０
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a

k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.

lg
.jp

）
へ
（
先
着
順
） 

同
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２

１ 

①
託
児
あ
り
（
１
歳
〜
。

３
月
２
日
〜　

日
は
除
く
）
②

２１

公
開
講
座
の
み
に
参
加
希
望
の

方
は
、
当
日
、
直
接
会
場
へ

（
八
〇
名
・
先
着
順
）

●
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の

家
族
の
た
め
の
教
室 

う
つ
病
に
つ
い
て

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

１５

１０

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
） 

２０

う
つ
病
の
基
礎
知
識
、
治
療
の

経
過
、
家
族
が
で
き
る
こ
と 

河
北
総
合
病
院
神
経
科
部
長
・

大
地
武 

区
内
在
住
・
在
勤
で
、

う
つ
病
患
者
の
家
族 

五
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
井

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４

‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

●
精
神
保
健
学
級 

ひ
き
こ
も
り
へ
の 

理
解
と
ヒ
ン
ト

　

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
対
す

る
理
解
や
対
応
に
つ
い
て
、
本

人
や
周
り
の
人
が
楽
に
な
る
ヒ

ン
ト
の
お
話
で
す
。

　
 

・ 

・ 

①
２
月　

日 
２１

＝
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
と
家
族

（
愛
知
県
立
大
学
助
教
授
・
長

谷
川
俊
雄
）
②　

日 

＝
ひ
き

２８

こ
も
り
支
援（
関
係
機
関
な
ど
）

／
い
ず
れ
も
、
午
後
２
時
〜
４

時 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

） 

ひ

１９

き
こ
も
り
の
若
者
を
持
つ
家
族

と
関
係
者 

二
五
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２
へ
（
先
着
順
）

問

他時

（火）

場

内師

対

定

費

申

問

時

内

師

（月）

（月）

場

対

定

費

申

問

●
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ　
　
　
　
　
　
　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座

　

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
方
、
心
の
病
を
も
つ

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
生
き

が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

・ 

・ 

左
表
の
と

お
り 

原
則
、
全
回
参
加
で
き

る
方 

三
〇
名
程
度 

無
料

（
交
通
費
な
ど
は
実
費
負
担
。

実
習
は
保
険
料
三
〇
〇
円
） 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
、
性
別
、
応
募
動
機
、
あ
れ

ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
と
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
も
書
い
て
、
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

時

場

内

師

対定

費

申▲昨年の講座の様子

多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
な
が
ら

　

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所

　

工
房
ラ
ル
ゴ　

通
所
者

　

こ
の
病
と
も
、
二
〇
余
年

と
長
い
付
き
合
い
で
す
。
そ

の
間
、
病
院
の
隅
々
ま
で
体

験
し
、
生
き
残
り
、
一
市
民

と
し
て
今
は
作
業
所
に
通
い

な
が
ら
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
病
は
、「
心
が
風
邪
を

ひ
い
た
」
く
ら
い
に
考
え
る

と
気
分
が
随
分
楽
に
な
り
ま

す
。
た
ま
に
は
こ
じ
ら
せ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
波
は
だ
れ
に
で
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
も
堂
々
と
生

き
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ

の
病
の
お
か
げ
で
、
心
か
ら

優
し
い
多
く
の
方
々
に
出
会

い
、
今
も
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
出
会
い
は
宝
、
本
当
に

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
若
い

こ
ろ
大
き
な 
挫  
折 
も
味
わ
い

ざ 
せ
つ

ま
し
た
が
、
病
に
か
か
っ
た

こ
と
で
、
感
謝
す
べ
き
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
方
、
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
抜
か

れ
「
心
の
ト
ラ
ブ
ル
」
を
起

こ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
ひ

と
ご
と
で
は
な
く
、
だ
れ
で

も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

精
神
障
害
者
と
周
囲
の
人

々
が
、
地
域
の
中
で
互
い
に

助
け
合
い
、
共
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
、 
真  
摯 
に
考
え
て

し
ん 
し

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

明
る
く 
微  
笑 
み
の
あ
る
対

ほ
ほ 
え

話
と
ふ
れ
あ
い
に
接
し
、
こ

の
活
動
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

ー地域で共に暮らすー

あなたも参加してみませんか？



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１７（２００５）年�月�日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

小
学
生
に
よ
る
理
科
研

究
発
表
会 

―
め
ざ
せ
未
来
の
科
学
者

　

小
学
生
が
、
日
ご
ろ
疑
問
に

感
じ
た
こ
と
、
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と

を
研
究
し
ま
し
た
。
そ
の
研
究

成
果
を
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

１９

３
時 

科
学
館
（
清
水
３
―
３

―　

） 

左
表
の
と
お
り 

区

１３
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二
二
〇
名 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

科
学
館
�
３
３
９

６
‐
４
３
９
１

●
日
本
フ
ィ
ル
友
好
提
携 

一
〇
周
年
記
念 

区
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

　

弦
楽
の
ソ
ロ
か
ら
六
重
奏
ま

時

（土）

場
内

対
定

費

申

問

で
、様
々
な
曲
を
紹
介
し
ま
す
。

　
 

２
月
７
日 

午
後
０
時　
１０

分
〜
０
時　

分 

区
役
所
一
階

５０

ロ
ビ
ー 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル

弦
楽
六
重
奏
団
▽
曲
目
＝
ブ
ラ

ー
ム
ス
＝
弦
楽
六
重
奏
曲
第
一

番
よ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
弦

楽
五
重
奏
よ
り
第
五
楽
章
、
ほ

か 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

文
化
・
交
流
課

●
杉
並
女
性
団
体
連
絡
会
・

杉
並
区
共
催
交
流
の
つ
ど
い

２
０
０
４ 

素
晴
ら
し
き
女
性
作
曲

家
た
ち

　

女
性
作
曲
家
に
よ
る
フ
ラ
ン

ス　

世
紀
の
歌
と
フ
ル
ー
ト
・

１９
ピ
ア
ノ
曲
を
、
お
話
を
聞
き
な

が
ら
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

（
１
時　

分
開
場
） 

西
荻
地

３０

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４
―

時

（月）場

内

費

申

問時

（土）

場

３
―
２
） 

出
演
＝
国
立
音
楽

大
学
教
授
・
小
林
緑（
お
話
）、篠

崎
由
美
子
（
歌
）、
永
井
由
比

（
フ
ル
ー
ト
）、
山
内
の
り
子

（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝
ビ
ア
ル

ド
「
私
を
愛
し
て
」、
オ
ル
メ
ス

「
夢
の
城
」ほ
か 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

三
六
六
名

 

無
料
（
全
席
自
由
） 

ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例

参
照
）
で
、
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３　

３
３
９
３
‐

５６

FAX

４
７
１
４
）
へ
（
先
着
順
） 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４

４
１
０
（
月
曜
休
館
）

●
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ 

街
を
き
れ
い
に
カ
エ
ル

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
杉
並
の
街

を
、
私
た
ち
の
手
で
キ
レ
イ
に

す
る「
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪
」

は
、
毎
月
一
回
の
路
上
清
掃
を

続
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
、
自
分
の
手
で
街
を
き
れ

い
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

２
月　

日 

午
前
９
時
〜

１９ 内

対
定

費

申

問

時

（土）

　

時
（
雨
天
実
施
） 

高
円
寺

１０地
区
＝
集
合
場
所
＝
高
円
寺
障

害
者
交
流
館
前
（
高
円
寺
南
２

―　

―　

）、清
掃
場
所
＝
高
円

２４

１８

寺
南
四
丁
目
信
号
〜
青
梅
街
道

の
周
辺
▽
阿
佐
谷
地
区
＝
集
合

場
所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
正

面
玄
関
前
、
清
掃
場
所
＝
区
役

所
周
辺
（
青
梅
街
道
） 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
内
す
ぎ
な
み

環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局
へ

 

①
軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
②
身
軽
な
服

装
で
お
願
い
し
ま
す
③
当
日
、

荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

●
杉
並
親
子
劇
場 

「
ね
こ　

は
し
る
」

　

響
き
あ
う
「
い
の
ち
」
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
、
声
と
言
葉
と
音

楽
の
ド
ラ
マ
を
全
身
で
感
じ
ま

し
ょ
う
。（
区
後
援
）

　
 

３
月
６
日 

午
後
３
時　
３０

分
〜
４
時　

分
（
３
時　

分
開

３０

１５

場
） 

ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
和
田
３
―　

―　

） 

出
演

３０

２２

＝
ア
ー
ト
イ
ン
Ａ
ｓ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ

ａ
青
芸 

前
売
二
五
〇
〇
円

（
当
日
二
七
〇
〇
円
／
４
歳
以

上
） 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参

照
）
で
、
杉
並
親
子
劇
場
・
渡

辺
�
・　

３
３
３
１
‐
４
３
８

FAX

１
Ｅ
メ
ー
ルs

u
g
in
a
m
io
y

a
k
o
＠
h
o
tm
a
il.c
o
m

へ

杉
並　

教
育
と
文
化
の

つ
ど
い

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
４
時　

分
（
１
時
開
場
・

３０

区
後
援
） 

ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
（
和
田
３
―　

―　

） 

３０

２２

第
一
部
＝
構
成
詩
、
合
唱
▽
第

二
部
＝
講
演
「
人
生
を
楽
し
く

す
る
方
程
式
」（
数
学
者
・
ピ
ー

タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
） 

区
内

場
申

問

他
時

（日）

場

内

費

申

問

時

（土）

場

内

対

在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇
〇
名

（
先
着
順
） 

五
〇
〇
円 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
教
育

と
文
化
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

�
３
３
９
９
‐
８
７
１
９

 
●
集
ま
れ
！
杉
並
の
「
お
や

じ
」
た
ち 

杉
並
区
内
「
お
や
じ
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

学
校
で
活
動
す
る「
お
や
じ
」

さ
ん
や
「
お
や
じ
の
会
」
に
参

加
し
て
い
る
方
々
が
情
報
や
意

見
の
交
換
を
行
い
、
ゆ
る
や
か

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
機

会
と
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、
地
域

に
な
じ
み
の
少
な
い「
お
や
じ
」

さ
ん
、「
お
や
じ
の
会
」
づ
く
り

に
関
心
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

１９

４
時　

分
（
１
時　

分
開
場
）

３０

３０

 

荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３
―　
４７

―
２
） 

全
体
会
（
区
内
に
お

け
る
「
お
や
じ
の
会
」
づ
く
り

や
活
動
づ
く
り
の
事
例
発
表
）

と
分
散
会
（
事
例
に
も
と
づ
く

意
見
・
情
報
交
換
と
名
刺
交
換
）

 

区
内
で
「
お
や
じ
の
会
」
に

参
加
し
て
い
る
方
や
「
会
」
づ

く
り
な
ど
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
方 

八
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、
社

会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
教
育

主
事　

５
３
０
７
‐
０
６
９
３
、

FAX

Ｅ
メ
ー
ルS

H
A
S
P
-K
@
c
it

y
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

へ

ジ
ャ
パ
ン
・
デ
イ

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

定

費

申

問

時

（土）

場

内

対

定

費

申

問

　

ふ
だ
ん
な
か
な
か
ふ
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
日
本
舞
踊
・

茶
道
・
華
道
」を
紹
介
し
ま
す
。

実
際
に
体
験
も
で
き
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

１９

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

杉
並
区

１９

文
化
団
体
連
合
会
の
皆
さ
ん 

外
国
人
の
方
と
そ
の
関
係
者 

六
〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

 

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ

ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
に
国
籍

も
書
い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
文
化
・
交
流
協
会
交
流

係
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ

１４

谷
ビ
ル
五
階　

５
３
７
８
‐
８

FAX

８
４
４
）
へ 

同
係
�
５
３
７

８
‐
８
８
３
３

●
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進

講
習
会 

Ｉ
Ｔ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

文
字
の
装
飾
や
イ
ラ
ス
ト
・

画
像
を
活
用
し
た
実
践
的
な
文

章
（
書
類
・
ハ
ガ
キ
な
ど
）
の

作
成
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
や
フ
ァ
イ

ル
の
整
理
方
法
を
習
得
し
ま

す
。（
区
共
催
）

　
 

２
月　

日 

〜
３
月
３
日

２８

 

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

１５

４５

（
計
四
日
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

区
内

２２

３２

在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
と

マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
が

で
き
る
方 

二
〇
名（
抽
選
） 

一
六
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、
２
月　
１０

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
区
母

子
寡
婦
福
祉
団
体
連
合
会
・
鳥

海
悦
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井

１６７

１
―　

―
２
）
へ 

同
会
・
鳥

２５

海
�
３
３
９
０
‐
０
５
８
６
、

金
井
�
３
３
１
３
‐
１
４
３
６

 

託
児
あ
り
（
無
料
）

時

（土）

場

師

対定

費

申

問

時

（月）

（木）

場

対

定

費

申

問

他

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

◇
城
之
内
ミ
サ

　

「
題
名
の 
在 
る
音
楽
会
」

あ

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
３
年
Ｂ
組

金
八
先
生
」
の
音
楽
担
当
も
し

て
い
る
城
之
内
ミ
サ
が
、
心
の

こ
も
っ
た
音
楽
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
ま
す
。

　
 

４
月
９
日 

午
後
４
時
〜

（
３
時　

分
開
場
） 

セ
シ
オ

３０

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
城
之
内
ミ
サ
（
ピ
ア

ノ
）、高
桑
英
世（
フ
ル
ー
ト
）▽

時

（土）

場

内

曲
目
＝「
Ｌ
Ｕ
Ｘ
〜
救
い
」、「
プ

ロ
バ
ン
ス
」
ほ
か 

一
般
三
〇

〇
〇
円
、
中
学
生
以
下
一
五
〇

〇
円
（
会
員
割
引
有
、
ジ
ョ
イ

フ
ル
券
利
用
可
） 

チ
ケ
ッ
ト

発
売
開
始
＝
２
月
４
日 

午
後

１
時
▽
販
売
窓
口
＝
①
文
化
・

交
流
協
会
（
上
荻
３
―　

―
５

２９

杉
並
会
館
）＝
月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
初
日
は
電
話
予
約
の
み
）

②
区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ

ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

分
③
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

３０
＝
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

８
時
④
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
０
５

７
０
‐
０
２
‐
９
９
９
９

費申

（金）

◇
美
術
展「
う
つ
し
み
の
光（
か

げ
）
〜
現
代
日
本
画
の
多
様

な
表
現
を
楽
し
む
〜
」

　

「
描
く
楽
し
さ
」
を
動
物
を

テ
ー
マ
に
見
せ
る
河
嶋
淳
司
、

「
装
飾
美
術
」と
し
て
の
美
し
い

日
本
画
で
人
物
を
テ
ー
マ
に
す

る
中
堀
慎
治
、「
現
代
と
い
う
時

代
性
」
を
風
景
を
描
く
こ
と
で

表
現
し
た
池
田
真
弓
。
こ
の
三

人
の
作
品
を
総
点
数
五
〇
点
以

上
の
規
模
で
展
示
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

〜　

日 

午

１９

２７

前　

時
〜
午
後
７
時　

分
（　

１０

３０

２４

日
は
休
館
、
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅

里
１
―　

―　

） 

三
〇
〇
円

２２

３２

（
高
校
生
以
下
無
料
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ

時

（土）

（日）

場

費

申

▲城之内　ミサ

�
池
田　

真
弓

「
ひ
と
な
み
・
い
と
な
み
」

▲中堀　慎治
「季は満ちてゆく」

▲河嶋　淳司
「青犀」

〈１６年度　小学校研究発表者〉
氏　名作品名

杉並第九小学校
　５年　　山 　玲変形菌

若杉小学校
　６年　石垣　紘香オジギソウはフシギ草

馬橋小学校
　６年　大嶽　一葉

杉並の環境　酸性雨と二酸
化炭素の関係

桃井第一小学校
　５年　菊池　若菜砂糖のひみつ

桃井第二小学校
　５年　　渡辺　卓木のなぞにせまる

桃井第四小学校
　６年　菅宮　倫子続・クワガタの観察

四宮小学校
　６年　島田　采佳

土、砂にふくまれている鉱
物調べ

沓掛小学校
　６年　　清水　遥気圧と沸点の関係について

三谷小学校
　６年　　加藤　萌ムラサキカタバミの研究

三谷小学校
　６年  大西 真理佳

ハエはなぜくさったものに
集まるのか

▲すぎなみ環境カエルくらぶ

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

 
文
化
･
交
流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

問
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リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば 

高
井
戸
の
講
習
会

◇
家
具
修
理
の
体
験
入
門

　

簡
単
な
家
具
の
修
理
方
法
を

習
お
う

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
い
す
の
張
り
替

え
実
演
の
見
学
と
シ
ー
ル
は
が

し
体
験
で
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
４
時 

一
五
名 

無
料 

電
話
で
、
同
ひ
ろ
ば
へ
（
先
着

順
）

◇
大
工
さ
ん
に
習
お
う

　

廃
材
な
ど
を
利
用
し
て
、
ミ

ニ
チ
ェ
ア
を
作
り
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

１９

４
時 

六
名
（
抽
選
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

に
同
ひ
ろ
ば
へ

◇
裂
き
織
り
（
入
門
編
）

　

古
い
布
を
裂
い
て
、
簡
易
織

り
機
と
足
踏
み
織
り
機
を
使

い
、コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

・　

日 

①

２１

２２

午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１０

３０

３０

分
②
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分 

各
回
五
名
（
抽
選
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

時

（火）

定

費

申

時

（土）

定

申

時

（月）

（火）

定

申

に
希
望
日
・
希
望
時
間
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１４

に
同
ひ
ろ
ば
へ☆

　
 

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
３
―
７
―
４
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
／
水
・
木
曜
休

館
）

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ 

チ
ョ
ウ
の
座
談
会

　

チ
ョ
ウ
を
身
近
に 
観 
る
楽
し

み

み
を
知
り
、
チ
ョ
ウ
が
来
る
学

校
や
地
域
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

２０

１０

正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

昆
虫
研
究
者
・
北
原
俊
幸

１３
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

三
〇
名（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、直
接
会
場
へ 

電
話
で
、

環
境
課
内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ

ル
く
ら
ぶ
事
務
局

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
あ
な
た
の
省
エ
ネ
教
え
て
く

だ
さ
い

　

新
し
い
省
エ
ネ
を
発
見
し
ま

場

問

時

（日）

場
師

対定

費

申

問

し
ょ
う
。
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
お
話
の
後
で
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

第
二
会
議
室（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

１３の
方 

三
〇
名 

無
料

◇
四
季
の
公
園
を
楽
し
む
―
冬

　

冬
芽
を
テ
ー
マ
に
、
井
草
森

公
園
の
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

１９

３
時 

井
草
森
公
園
（
井
草
４

―　

―
１
） 

区
内
在
住
・
在

１２
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名 

無

料

☆

　
 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�
３
３

９
８
‐
３
１
９
１　

３
３
９
８
‐

FAX

３
１
９
３
へ
（
先
着
順
）

●
環
境
講
座 

水
の
不
思
議
を
探
る

　

水
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
、

家
庭
に
ど
う
や
っ
て
届
く
の

か
、科
学
的
に
ど
ん
な
性
質
か
、

そ
ん
な
水
の
不
思
議
を
探
り
ま

す
。

　
 

２
月　

日 

・　

日 

午

１７

１８

後
６
時　

分
〜
８
時　

分
、　

３０

３０

１９

日 

午
後
３
時
〜
４
時　

分 
３０

科
学
館 

・ 

第
一
回
＝
水
と

と
も
に
生
き
た
人
と
都
市
〜
江

戸
上
水
の
「
し
く
み
」
と
「
は

た
ら
き
」（
図
書
出
版
ク
オ
リ
代

表
・
肥
留
間
博
）
▽
第
二
回
＝

水
環
境
と
生
き
物
の
生
活
（
立

正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
教

授
・
渡
辺
泰
徳
）
▽
第
三
回

（
公
開
講
座
）
＝
水
道
の
水
を

お
い
し
く
す
る
に
は
（
信
州
大

学
教
授
・
中
本
信
忠
） 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

四
〇

名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ

時

（土）

場
対

定

費

時

（土）

場

対
定

費

申

問

時

（木）

（金）

（土）

場

内

師

対定

費

申

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
科

１０

学
館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水

１６７

３
―
３
―　

）
へ 

同
館
�
３

１３

３
９
６
‐
４
３
９
１

●
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

料
理
教
室

　

本
格
的
茶
懐
石
を
一
工
夫
し

て
、
家
庭
で
も
手
軽
に
で
き
る

よ
う
に
作
り
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
１
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

茶
懐

２２

３２

石
（
か
ぶ
ら
蒸
し
ほ
か
三
品
）、

菓
子
、
茶 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

二
〇
名
（
抽
選
）

 

二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
２

月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ 

２２

３２

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６

６
２
１

高
齢
者
の
た
め
の
起
業
支
援

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
や
独

立
・
起
業
な
ど
、
多
様
な
働
き

方
に
関
す
る
情
報
提
供
、
指
導

助
言
を
行
い
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

・ 

３
月
５
日
＝
起
業
と

は
（
実
態
・
心
構
え
・
苦
労
と

お
も
し
ろ
さ
）
▽　

日
＝
事
業

１２

ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
（
キ
ャ
リ

ア
は 
活 
か
せ
る
、
稼
げ
る
仕
組

い

み
を
作
る
）
▽　

日
＝
事
業
を

１９

成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
（
創
業

に
失
敗
し
な
い
七
カ
条
）
▽　
２６

日
＝
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
立
て

方
（
目
的
・
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
）
／
毎
週
土
曜
日
の
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分 

高
井

３０

３０

戸
西
敬
老
会
館
（
高
井
戸
西
１

―　

―
５
） 

中
小
企
業
診
断

１７
士
・
池
田
章
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹

箒
の
会
代
表
・
川
井
淳
ほ
か 

問

時

（土）

場

内

対定

費

申

問

時

内

場

師

対

　

歳
以
上
で
起
業
・
独
立
を
考

５５え
て
い
る
方 

二
〇
名（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、
２
月　

日
２２

（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

竹
箒
の
会
杉
並
支
部
・
高
桑
義

博
（
〒　

‐
０
０
１
２
和
田
２

１６６

―　

―
３
）
へ 

同
支
部
・
高

２１
桑
義
博
�
３
３
８
３
‐
９
８
８

８一
人
暮
ら
し
の
「
食
」

応
援
専
科

　

快
適
な
一
人
暮
ら
し
の
た
め

に
食
生
活
を
見
直
し
、
自
立
し

た
自
分
流
の
生
活
術
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

２
月　

日 

＝
イ
キ

１４

イ
キ
暮
ら
す
た
め
の
健
康
と
食

生
活
▽　

日 

＝
一
人
暮
ら
し

１６

の
た
め
の
料
理
（
試
食
あ
り
）

▽　

日 

＝
調
理
実
習
（
冷
凍

２１
野
菜
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
総
菜

を
使
っ
て
一
工
夫
）
／
い
ず
れ

も
午
後
２
時
〜
４
時 

荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
） 

料
理
研
究
家
・
坂
井
幸

子
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
勤
で

全
回
参
加
で
き
る
方 

三
〇
名

 

二
〇
〇
円
程
度
（
食
材
料
費

な
ど
） 

・ 

電
話
で
、
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
へ
（
先
着
順
） 
　
２１

日
は
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
き
ん
を

持
参

虚
弱
高
齢
者
の
た
め
の

筋
力
ア
ッ
プ
応
援
教
室

　

身
体
機
能
が
低
下
し
、
閉
じ

こ
も
り
や
寝
た
き
り
に
な
る
の

を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢
者
向

け
の
機
器
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
 

Ａ
（
月
・
水
）
コ
ー
ス
＝

４
月
４
日 

〜
７
月
６
日 

▽

Ｂ
（
水
・
金
）
コ
ー
ス
＝
４
月

定

費

申

問

時

内

（月）

（水）

（月）

場

師
対

定

費

申

問

他

時

（月）

（水）

６
日 

〜
７
月
８
日 

、
各
コ

ー
ス
と
も
計
二
八
回
（
予
定
）

 

杉
並
保
健
所
運
動
指
導
室

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

区
内

２０

在
住
の
お
お
む
ね　

歳
以
上

６０

で
、要
介
護
認
定
が
非
該
当（
ま

た
は
同
等
）・
要
支
援
・
要
介
護

１
・
要
介
護
２
で
、
次
の
う
ち

一
つ
以
上
に
あ
て
は
ま
る
方
①

バ
ス
や
電
車
を
使
っ
て
ひ
と
り

で
外
出
で
き
な
い
②
日
用
品
の

買
い
物
が
で
き
な
い
③
自
分
で

食
事
の
準
備
が
で
き
な
い
／
医

師
か
ら
活
動
の
制
限
を
受
け
て

お
ら
ず
、
身
体
的
な
支
障
が
な

い
／
週
二
回
の
通
所
が
で
き

て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
意
欲
が

あ
る 

各
コ
ー
ス
一
五
名
（
抽

選
） 

九
〇
〇
〇
円 

電
話
で
、

２
月　

日
午
後
５
時
ま
で
に
高

１０

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
へ
（
条

件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
し

ま
す
） 

同
課

●　

〜　

代
の
健
康
づ
く
り 

４０

６０

「
食
か
ら 
活 
き
い
き
元
気
つ
く

い

り
隊
」
を
め
ざ
し
て

　
 

・ 

①
２
月　

日 

＝
自

１８

分
や
家
族
が
も
っ
と
い
き
い
き

元
気
に
な
る
た
め
の
食
と
は
②

　

日 

＝
お
し
ゃ
れ
で
健
康
に

２５

（水）

（金）

場

対

定
費

申

問

時

内

（金）

（金）

よ
い
料
理
の
調
理
実
習
③
３
月

４
日 

＝
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

推
奨
店
を
身
近
な
街
に
増
や
す

た
め
に
④　

日 

＝
方
南
の
ま

１８

ち
の
観
察
と
健
康
に
よ
い
料
理

の
試
食
／
い
ず
れ
も
、
午
前　
１０

時
〜
正
午 

①
③
④
和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー（
和
泉
４
―　

―
６
）

５０

②
永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
和
泉
３
―
８
―　

） 

ア

１８

ズ
サ
ポ
ー
ト
取
締
役
・
安
光
あ

ず
さ
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
勤

で　

〜　

代
の
方 

二
五
名 

４０

６０

②
材
料
費
五
〇
〇
円
④
試
食
代

一
〇
〇
〇
円
以
内 

・ 

電
話

で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着

順
）

●
健
康
づ
く
り
三
地
区
会
合

同
事
業 

健
康
体
操
と
お
は
な
し

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
３
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

指
の

２２

３２

体
操
と
頭
の
体
操 

武
蔵
野
短

期
大
学
教
授
・
輪
嶋
直
幸 

区

（金）

（金）

場

師

対

定

費

申

問

時

（火）

場

内

師

対

内
在
住
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
） 

室
内
用

運
動
靴
を
持
参

手
話
講
習
会

　
 

・ 

右
表
の
と
お
り 

障

害
者
福
祉
会
館 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上
の

方 

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負

担
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
に
、
希
望
ク
ラ
ス

（
昼
･
夜
間
部
別
含
む
）、区
内

在
勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
も
書
い
て
２
月　

日
１５

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
障
害
者

福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

４
―　

―
５
）
へ 

同
事
務
局

１０

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１ 

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
初
級
ク
ラ
ス

は
抽
選
、
中
級
と
通
訳
者
養
成

ク
ラ
ス
（
基
本
･
応
用
）
は
選

考
。
選
考
日
は
、
後
日
申
込
者

に
通
知
し
ま
す 定

費

申

問

他

時

内

場

対

費
申

問
他

土曜日のパパママ学級
３月５日（土）午後１時～３時３０分

和泉保健センター
（〒１６８‐００６３和泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）
　 区内在住で当日妊娠２８週以上の初産のカップル１６
組 無料 往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・
出産予定日・返信用あて先を書いて、２月１８日 （必着）まで
に同保健センターへ 応募多数の場合、出産予定日など
で調整あり

対
費 申

他

〈手話講習会〉

定員対　象クラス日　時

５０名手話学習経験のない方初級４月９日～１８
年３月４日
毎週土曜日
午前１０時～正
午
（計３８回・応用
クラスのみ３２
回）

昼
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方中級

３０名手話学習経験２年以上で手
話通訳者をめざす方

通訳者養成
基本クラス

２０名
手話学習経験３年以上で、
来年杉並区手話通訳者認定
試験を受験する方

通訳者養成
応用クラス

５０名手話学習経験のない方初級
４月７日～１８
年３月２日
毎週木曜日
午後７時～９
時
（計３８回）

夜
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方中級

３０名手話学習経験２年以上で手
話通訳者をめざす方

通訳者養成
基本クラス

２０名中途失聴の方（後天的に聴
覚障害者となった方）およ
び難聴の方

初級中途失
聴･難
聴者 ２０名中級

※夏季､年末年始などには休講する場合があります。

　

　最近、区役所職員を名乗る男性が区内在住
の高齢者宅をねらう、訪問詐欺事件（被害
１件、未遂２件）が発生しています。
　「今受け取っている年金に高齢者加算がつ
くことになりました」「未支給になっている
年金が判明しました」などと言って、手数
料や消費税の名目で現金を請求するもので
す。
　年金の手続きなどには手数料、消費税はか
かりません。訪問を受けた場合は、お金の
支払いを拒否し、すぐに最寄りの警察署また
は国民年金課に連絡してください。

　 国民年金課年金給付係　�５３０７‐０６４６問

区職員を装う詐欺が発生中！



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお
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学
校
運
営
協
議
会
委
員

　

４
月
か
ら
地
域
運
営
学
校
を

開
設
し
ま
す
。
開
設
校
に
設
置

す
る
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
委
員
は
協
議

会
を
通
じ
て
、
一
定
の
権
限
と

責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参

画
し
ま
す
。

　
 

開
設
校
＝
桃
井
第
四
小
学

校
（
善
福
寺
３
―
３
―
５
）、
三

谷
小
学
校
（
上
井
草
３
―　

―
１４

　

）、
杉
森
中
学
校
（
阿
佐
谷
北

１２５
―　

―　

）、
向
陽
中
学
校

４５

２４

（
下
高
井
戸
３
―　

―
１
） 

２４

活
動
＝
月
に
一
、
二
回
（
当
初

は
研
修
あ
り
）
▽
募
集
人
数
＝

各
学
校
三
名
▽
応
募
資
格
＝
開

設
校
の
通
学
区
域
お
よ
び
そ
の

隣
接
す
る
通
学
区
域
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
▽
応
募
方
法

＝
所
定
の
応
募
用
紙
と
作
文

（
応
募
動
機
と
こ
れ
か
ら
の
学

校
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

八
〇
〇
字
程
度
）
を
２
月
４
日

 

〜　

日 

（
必
着
）
ま
で
に

２２

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
▽
選
考
＝
一
次
は

書
類
審
査
、
二
次
は
面
接
▽
報

酬
＝
あ
り 

教
育
委
員
会
事
務

局
庶
務
課
計
画
係 

①
応
募
用

紙
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
庶

務
課
と
開
設
校
に
あ
り
ま
す

（
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印

刷
で
き
ま
す
）
②
応
募
書
類
と

作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん

場

内

（金）

（火）問

他

〈生活リハビリ・在宅者交流事業〉

対象者通所回数
（定員）事業名

心身に障害があり、病院から退院したばかり
の方、在宅で家に閉じこもりがちになってい
る方など、または医師が必要と認める方で同
会館に通所可能な１８歳以上６５歳未満の方

週２回
（１０名）

生活リハビ
リ事業

心身に障害があり、外出の機会や仲間づくり、
憩いの場を探している方で、同会館に通所可
能な１８歳以上６５歳未満の方（原則として、介護
保険の対象とならない方）

週１回
（若干名）

在宅者交流
事 業（ふ れ
あい広場）

ま
た
は
廃
止

▽
協
働
の
視
点
か
ら
、
行
政

が
財
政
負
担
す
る
こ
と
の

適
否
ま
た
は
負
担
の
範
囲

の
明
確
化

▽
個
人
へ
の
補
助
金
に
対
す

る
所
得
制
限
な
ど
の
導
入

○２
 

目
的
の
希
薄
な
補
助
金
や

　

小
額
補
助
金
な
ど
の
見
直

　

し
○３
 

補
助
金
の
終
期
の
設
定
な

　

ど

　

補
助
す
る
期
間
を
設
定
し

た
り
、
段
階
的
に
縮
減
す
る

な
ど
、
政
策
課
題
に
対
す
る

重
点
期
間
を
明
示
し
ま
す
。

○４
 

目
的
や
対
象
な
ど
が
類
似

す
る
補
助
金
の
整
理
・
統

合
○５
 

包
括
補
助
制
度
の
導
入
の

　

検
討

　

交
付
団
体
の
裁
量
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
の
包
括
補
助

制
度
が
導
入
で
き
る
事
業
や

金
額
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

補
助
金
運
用
方
法
の
改
善

　

区
の
会
計
原
則
を
踏
ま
え

つ
つ
、
団
体
な
ど
が
補
助
金

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
補
助
金
運
用
方
法
の
改

善
を
検
討
し
ま
す
。

事
業
効
果
の
検
証
・
公
表

　

行
政
評
価
の
評
価
表
を
改

定
す
る
な
ど
し
て
、
定
量
的

な
成
果
を
検
証
し
、
的
確
に

事
業
効
果
を
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
制
度
の
透

明
性
を
確
保
し
、
事
業
効
果

の
客
観
性
を
担
保
す
る
た

め
、
補
助
金
の
現
状
を
公
表

し
ま
す
。

●
文
化
・
交
流
協
会 

非
常
勤
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
国
際
交
流
事

業
な
ど
の
実
施
や
事
務
・
販
売

業
務
▽
募
集
人
員
＝
一
名
▽
採

用
＝
４
月
１
日
▽
資
格
＝　

歳
１８

〜　

歳
く
ら
い
の
方
▽
勤
務
日

４０
＝
月
一
六
日
（
土
曜
・
日
曜
勤

務
あ
り
）
▽
給
与
＝
月
一
六
万

八
七
〇
〇
円
以
上
（
前
歴
加
算

あ
り
） 

写
真
を
は
っ
た
履
歴

書
と
応
募
動
機
（
四
〇
〇
字
程

度
）
を
書
い
て
、
２
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
文
化
・
交
流

協
会
交
流
係
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な

１４

み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
五
階
）
へ
郵

送
ま
た
は
持
参 

同
協
会
�
５

３
７
８
‐
８
８
３
３

生
活
リ
ハ
ビ
リ
・
在
宅

者
交
流
事
業
利
用
者

　

障
害
者
福
祉
会
館
で
は
、
疾

病
な
ど
に
よ
り
心
身
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
通
所
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
右
下
表
）

　

通
所
が
困
難
な
方
は
送
迎
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

利
用
手
続
き
の
流
れ
＝
①

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
＝
同
会
館
で
受
付
・
面
接
↓

福
祉
事
務
所
へ
支
援
費
支
給
申

請
↓
決
定
・
受
給
者
証
交
付
↓

契
約
②
そ
れ
以
外
の
方
＝
同
会

館
で
受
付
・
面
接
↓
会
館
へ
利

用
申
請
↓
利
用
承
認 

サ
ー
ビ

ス
終
了
後
、
負
担
能
力
に
応
じ

て
利
用
者
負
担
額
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す 

・ 

２
月　
２８

日
ま
で
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
、
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
�
３

１０

３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
３
３

FAX

５
‐
３
５
８
１
）
へ

内

申

問

内

費

申

問

◇
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

障
害
者
福
祉
会
館
内
の
障
害

者
地
域
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
立
や
就
労
、
進
路
、
医

療
、
当
事
者
相
談
な
ど
を
月
〜

土
曜
に
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
（
当
事
者
相
談
は
電
話
予

約
制
）。
医
療
に
つ
い
て
は
、専

門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
 

・ 

同
会
館
へ

●
た
ん
ぽ
ぽ
園 

保
育
士（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

　
 

募
集
人
員
＝
若
干
名
▽
勤

務
地
＝
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
園
（
高
井
戸
東
１
―

　

―
５
／
発
達
に
遅
れ
や
そ
の

１８心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
通
園

施
設
で
す
）
▽
勤
務
期
間
＝
４

月
１
日
か
ら
一
年
間
（
二
回
ま

で
更
新
可
）
▽
資
格
＝
保
育
士

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
持

つ
、
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の
方

４０

▽
勤
務
日
・
時
間
＝
月
〜
金
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

（
一
日
五
時
間
）
▽
時
給
＝
一

申

問

内

二
一
〇
円
、
交
通
費
支
給
（
一

万
円
限
度
） 

・ 

電
話
で
、

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
�
５
３

１
７
‐
５
６
６
１
へ

写
真
展
示
に
よ
る
犬
・
猫
の

新
し
い
飼
い
主
探
し

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
３
時
（
区
後
援
） 

荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
テ
ラ
ス

（
上
荻
１
―
９
―
１
） 

①
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
て
い
る

犬
・
猫
（
子
犬
・
子
猫
・
成
犬
・

成
猫
）
②
犬
・
猫
の
欲
し
い
方

（
猫
は
屋
内
で
飼
育
す
る
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
当
日
会

場
で
説
明
し
ま
す
）
／
生
体
展

示
は
し
ま
せ
ん 

ハ
ガ
キ
（
３

面
記
入
例
参
照
）
に
①
②
の
区

別
、
犬
猫
の
区
別
も
書
い
て
、

２
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１２

に 

日
本
愛
玩
動
物
協
会
東
京

都
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
会

（
〒　

‐
０
０
４
１
善
福
寺
２

１６７

―
１
―　

）
へ
。
折
り
返
し
申

１１

し
込
み
書
類
を
送
り
ま
す
／
②

は
当
日
受
付
も
あ
り
ま
す
（
身

分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参
し

て
直
接
会
場
へ
） 

同
会
�
０

９
０
‐
９
３
６
２
‐
５
２
４
８

　

３
３
９
９
‐
２
０
５
８

FAX●
高
円
寺
『
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
』 

出
展
者

　

自
分
の
手
作
り
ア
ー
ト
作
品

の
展
示
・
販
売
を
す
る
作
家
を

募
集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

４
月　

日 

午
後
２
時
〜

１６

８
時
、　

日 

正
午
〜
午
後
６

１７

時
（
予
定
） 

高
円
寺
北
会
議

室
（
高
円
寺
北
３
―　

―
９
）

２５

 

ア
ー
ト
活
動
で
生
計
を
立
て

よ
う
と
本
気
で
志
し
て
い
る
作

家
（
住
所
・
国
籍
・
性
別
・
年

齢
・
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ど

申

問

時

（土）

場内

申

（社）

問

時

（土）
（土）場

対

問
わ
ず
。
自
分
の
作
品
の
展
示

を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
い
方
、
ま
た
は
作
る
喜
び

を
伝
え
た
い
方
） 

三
〇
〇
〇

円
（
作
品
の
売
上
は
、
原
則
と

し
て
全
額
本
人
の
も
の
と
す
る

予
定
で
す
） 

作
品
の
内
容
が

わ
か
る
資
料
（
数
・
大
き
さ
・

作
品
に
対
す
る 
想 
い
・
だ
れ
に

お
も

見
せ
た
い
の
か
な
ど
）
に
、
活

動
歴
・
未
来
へ
の
意
欲
な
ど
も

書
い
て
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、性

別
、
年
齢
、
連
絡
先
（
住
所
・

電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
）
を
添
え
、
２
月　

日
１３

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
・
渡

辺
（
〒　

‐
０
０
３
４
中
野
区

１６５

大
和
町
４
―　

―　

）
へ
。
選

４２

１４

考
の
う
え
決
定
し
、
２
月
末
ご

ろ
ま
で
に
通
知
し
ま
す
（
選
考

基
準
に
つ
い
て
お
答
え
は
で
き

ま
せ
ん
） 

同
会
・
渡
辺
�
３

３
３
７
‐
７
９
３
５
Ｅ
メ
ー
ル

h
iro
s
h
i-w
@
p
o
p０２
.o
d
n

.n
e
.jp

 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.h
e
a
rt-to

-a
r

t.n
e
t/

②
応
募
資
料
は
原
則
と

し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
返
却
を

希
望
す
る
方
は
、
切
手
を
は
っ

た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い

費

申
問

他

　

区
は
、
昨
年
９
月
に
区
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
参
考
に
、「
杉
並
区

補
助
金
適
正
化
方
針
」
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、「
杉

並
区
補
助
金
適
正
化
審
査

会
」
を
設
置
し
、
区
の
支
出

す
る
補
助
金
が
適
正
か
ど
う

か
見
直
し
ま
す
。
審
査
会
委

員
（
五
名
を
予
定
）
の
う
ち
、

区
民
代
表
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
 

任
期
＝
４
月
〜　

月
１０

（
予
定
） 

区
内
在
住
で
、

月
一
〜
二
回
程
度
の
会
議
に

参
加
で
き
る
方 

二
名
程
度

 

補
助
金
に
対
す
る
考
え
を

八
〇
〇
字
以
内
に
ま
と
め
た

作
文
に
、
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号

を
添
え
て
、
２
月　

日
（
消

１８

印
有
効
）ま
で
に
財
政
課
へ
。

フ
ァ
ク
ス　

３
３
１
２
‐
９

FAX

９
１
２
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル 

z
a
is
e
i-k
@
c
ity
.s
u
g
in

a
m
i.lg
.jp

で
も
応
募
で
き

ま
す 

財
政
課

杉
並
区
補
助
金
適
正
化

方
針

基
本
的
な
考
え
方

　

将
来
に
わ
た
り
区
民
生
活

を
支
え
る
安
定
し
た
財
政
基

盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

区
民
と
行
政
と
の
協
働
を
推

内

対

定

申

問

進
し
、
真
の
住
民
自
治
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、「
杉
並
区

補
助
金
の
適
正
化
に
関
す
る

懇
談
会
」の
提
言
に
基
づ
き
、

補
助
金
制
度
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

見
直
し
の
対
象

　

す
べ
て
の
補
助
金
（
社
会

福
祉
法
人
な
ど
の
福
祉
施
設

建
設
に
関
す
る
補
助
金
を
除

く
）。

適
正
化
の
方
向

　

評
価
基
準
に
基
づ
き
、
次

の
方
向
で
適
正
化
し
ま
す
。

○１
 

継
続
・
拡
充

○２
 

整
理
・
統
合

▽
目
的
の
希
薄
な
も
の
、
類

似
す
る
も
の
な
ど
の
整

理
・
統
合

▽
補
助
金
期
間
の
終
期
の
設

定
▽
委
託
金
と
補
助
金
の
区
分

の
明
確
化

○３
 

新
た
な
補
助
制
度
の
検
討

○４
 

補
助
金
運
用
方
法
の
改
善

評
価
基
準

　

補
助
金
の
実
態
を
ふ
ま

え
、
次
の
基
準
に
よ
り
補
助

金
を
見
直
し
ま
す
。

○１
 

責
任
の
明
確
化

▽
補
助
金
か
ら
、
対
等
な
当

事
者
と
し
て
の
「
契
約
」

や
、「
協
定
」
に
基
づ
く
負

担
金
や
分
担
金
へ
の
移
行

▽
自
立
し
た
運
営
が
可
能
な

団
体
へ
の
補
助
金
の
縮
小

問合せ主な内容日時審議会名審
議
会
等
の
お
知
ら
せ

男女共
同参画
推進担
当

「男女共同参
画社会をめざ
す杉並区行動
計画」推進状
況調査の検討

２月３日
（木）午前１０
時～正午

男女共
同参画
推進区
民懇談
会　　

※日時は変更する場合があります。
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所
、
図
書
館
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
、
保
健
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
２
月　

日
ま
で
に
杉
並
保

１４

健
所
生
活
衛
生
課
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
５
―　

―
１　

３

２０

FAX

３
９
１
‐
１
９
２
６
）
へ
。
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す 

同
課
�
３
３

９
１
‐
１
９
９
１

「
三
井
上
高
井
戸
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
ま
ち
づ
く

り
」
説
明
会

　

三
井
上
高
井
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
含
む
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
区
と
し
て
、
区
画
整

理
な
ど
の
考
え
方
を
説
明
し
ま

す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
６
時　

１２

３０

分
〜
８
時　

分 

高
井
戸
中
学

３０

校
（
高
井
戸
東
１
―　

―
１
）

２８

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
区
計

画
係

内
職
な
ど
の
求
人
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

自
宅
で
仕
事
の
で
き
る
内
職

（
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
一
部
業

務
を
除
く
）
の
求
人
情
報
を
お

問

時

（土）場

問

　◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日
からです。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期
間のみの方＝区役所国民年金課年金給付係／国民年金の３号被保
険者期間のある方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方
＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各
種共済年金加入者に扶養されている配偶者

問

　

児
童
扶
養
手
当
は
、　

歳
１８

ま
で
の
児
童
（
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童
は　

歳
未
満
）
を
養

２０

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど

に
支
給
さ
れ
て
い
る
手
当
で

す
。

　

こ
の
手
当
は
、
平
成　

年
１０

７
月
以
前
は
、
母
が
婚
姻
せ

ず
に
生
ま
れ
た
児
童
が
父
か

ら
認
知
さ
れ
た
場
合
は
、
除

外
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
（　

年
８

１０

月
以
降
は
政
令
改
正
に
よ
り

支
給
）。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
規
定
を

め
ぐ
る
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、

　

年
、
最
高
裁
判
所
は
「
本

１４規
定
は
母
子
家
庭
を
支
援
し

よ
う
と
い
う
法
律
の
趣
旨
に

反
し
無
効
」
と
す
る
判
断
を

示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、　

年
７
月

１０

以
前
に
手
当
が
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
対
し
、
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
 
　

年
７
月
以
前
に
、
児

１０

童
が
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
た

め
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
ず
、
当
時
都
内
に
在
住

し
て
い
た
方（
申
請
を
し
な

か
っ
た
方
を
含
む
） 

支
給

対
象
期
間
＝
原
則
と
し
て
、

喪
失
等
処
分
日（
申
請
を
し

た
方
）ま
た
は
認
知
さ
れ
た

日（
申
請
を
し
な
か
っ
た
方
）

の
属
す
る
月
の
翌
月
〜　

年
１０

７
月
▽
支
給
額
＝
当
時
の
金

額 

処
分
通
知
書（
却
下
通

知
書
）な
ど
、当
時
の
状
況
が

わ
か
る
資
料
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
必
要
な
書
類
は
個

別
の
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
書
類
が
不
足
の
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
） 

児
童

課
子
ど
も
医
療
・
手
当
係

対

内

申

問

★
「
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

「
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
」

は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
都
民

の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
に
、

東
京
都
が
設
置
し
た
セ
ン
タ
ー

で
す
。
就
業
相
談
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
能
力
開

発
、
職
業
紹
介
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
 

利
用
時
間
＝
月
〜
金
曜
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
、
土
曜
午

前
９
時
〜
午
後
５
時 

東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
飯

田
橋
３
―　

―
３
�
５
２
１
１

１０

‐
１
５
７
１
）

★
大
家
さ
ん
の
た
め
の
原
状
回

復
に
関
す
る
説
明
会

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

１１

 

都
庁
都
民
ホ
ー
ル
（
新
宿
区

内

問

時

（祝）

場

西
新
宿
２
―
８
―
１
） 

賃
貸

住
宅
紛
争
防
止
条
例
や
賃
貸
住

宅
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン 

賃
貸
住
宅
の
家
主
さ
ん
や

管
理
会
社 

二
八
〇
名 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

書
い
て
、
東
京
都
都
市
整
備
局

住
宅
政
策
推
進
部
住
宅
政
策
課

�
５
３
２
０
‐
４
９
１
６　

５
FAX

３
８
８
‐
１
４
７
６
Ｅ
メ
ー
ル

S
0
0
0
3
5
4
@
s
e
c
tio
n
.m
e

tro
.to
k
y
o
.jp

へ
（
先
着
順
）

内

対

定

申

問

 　

月
１
日
か
ら
認
可
保

１０育
園
が
開
所
し
ま
す

　

区
立
方
南
幼
稚
園
跡
地
（
方

南
１
―　

―
２
）
に
、
０
歳
児

５１

（
生
後
９
週
目
）
〜
２
歳
児
を

対
象
と
し
た
認
可
保
育
園
が
開

所
し
ま
す
。

　

募
集
の
詳
細
は
６
月（
予
定
）

に
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

名
称
＝
む
さ
し
の
保
育
園

方
南
分
園 

０
歳
児
（
９
週
目

以
上
）
八
名
、
１
歳
児
一
〇
名
、

２
歳
児
一
一
名
（
１
歳
児
、
２

歳
児
は
、
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
）
の
計
二
九
名 

保
育
課
入

園
相
談
係 

２
歳
児
卒
園
後
、

引
き
続
き
保
育
園
へ
の
入
園
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
に

他
園
な
ど
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す

●
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

特
別
給
付
金

　

特
別
給
付
金
の
受
付
は
、
９

月　

日
で
終
了
し
ま
す
。

３０

　
 

①
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金
」
第
一
七
回

内

定

問

他

内

ち
号
（
一
八
〇
万
円
）
②
「
戦

没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
第
一
〇
回
れ
号
（
一
二

〇
万
円
）
③
「
戦
没
者
の
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
第

一
九
回
ほ
号
（
一
〇
〇
万
円
）

④
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
」
第
一
六
回
り

号
（
九
〇
万
円
）
⑤
「
戦
没
者

の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」
第
十
四
回
か
号
（
七
五
万

円
） 

③
④
⑤
は
、
戦
没
者
の

父
母
・
祖
父
母
（
養
父
母
・
養

祖
父
母
な
ど
）。
戦
没
者
の
子
・

兄
弟
姉
妹
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）

 

同
係
ま
た
は
都
福
祉
保
健
局

生
活
福
祉
部
計
画
課
�
５
３
２

０
‐
４
０
７
７

　

年
度
杉
並
区
食
品
衛
生

１７監
視
指
導
計
画
素
案
を

公
表
し
ま
す

　

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画

に
つ
い
て
素
案
を
公
表
し
、
広

く
区
民
の
意
見
を
求
め
ま
す
。

◇
素
案
閲
覧
場
所

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
区
政
資

料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

対
申

問

寄
せ
く
だ
さ
い
。
内
職
を
希
望

す
る
方
へ
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
す
ぎ
な
み
ワ
ー
ク
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
ま
た
は
電
話

な
ど
で
情
報
提
供
し
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
区
内
に
本
社
・
支

店
・
営
業
所
が
あ
る
企
業
・
団

体
（
個
人
事
業
者
も
可
）
の
求

人
情
報
（
新
卒
、
正
社
員
、
パ

ー
ト
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
入

力
が
で
き
ま
す
。

　
 

無
料 

産
業
振
興
課
就
労

支
援
担
当 

「
す
ぎ
な
み
ワ
ー

ク
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://w
w
w
.

w
o
rk
.c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to

k
y
o
.jp
/

費

問他

１０～１２月のご寄付（敬称略・順不同）

【みどりの基金】浜田山町会会長・安藤昇全＝１０,０００
円�浜田山商店連合会会長・武井宗義＝１０,０００円�鎌
倉通り睦会会長・竹谷紀＝５,０００円�浜田山芳興会会
長・志村孟一 ＝５,０００円�浜田山壱番街会長・安藤英
雄＝５,０００円�茶道裏千家・前田宗知＝１０,０００円�みど
りの基金友の会＝１，１３５円�全日本リサイクル協会代
表・石本圭子＝ ５,０００円【ＮＰＯ支援基金】杉並区Ｎ
ＰＯ支援基金普及活動委員会＝３，０６５円�匿名＝
１００，０００円�小原二郎＝２０，０００円【福祉】すぎなみ青
い鳥＝４１６，９９０円�下高井戸仲町リサイクル会＝
５０，０００円�学校法人織田学園＝５０，０００円�東京朝鮮
第九初級学校アボジ会オモニ会＝３０，０００円�宮園グ
ループ代表取締役・川村巖＝５０，０００円

ありがとうございました

訂
正
と
お
わ
び

１
月　

日
２１

付
広
報
８

面
「
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み
２

０
０
４
地
球
温
暖
化
を
考
え
よ

う
」
の
記
事
中
の
講
師
は
「
飯

島
希
」
の
誤
り
で
し
た
。

【
募
集
戸
数
】

◇
単
身
者
向
け　

三
五
〇
戸

　
 
　

歳
以
上
の
方
、
身
体

５０

障
害
者
手
帳
一
〜
四
級
の
方

な
ど

◇
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者

　

向
け　
　
　
　
　
　

三
戸

　
 

住
宅
内
の
移
動
に
車
い

す
を
必
要
と
し
て
い
る
身
体

障
害
者
手
帳
二
級
以
上
の
方

◇
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
（
高

齢
者
集
合
住
宅
）

�
単
身
者
向
け　
　

三
六
戸

�
二
人
世
帯　
　
　
　

七
戸

　
 
　

歳
以
上
の
方

６５

◇
ポ
イ
ン
ト
方
式
（
家
族
向

け
の
み
）

　

抽
せ
ん
を
せ
ず
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
度
合
の
高
い
世

帯
か
ら
順
に
登
録
さ
れ
ま
す

�
ひ
と
り
親
世
帯

五
九
四
戸

�
高
齢
者
世
帯　

四
三
三
戸

�
心
身
障
害
者
世
帯二

四
三
戸

�
多
子
世
帯　
　
　

三
四
戸

�
特
に
所
得
の
低
い
一
般
世

　

帯　
　
　
　
　
　

七
四
戸

�
車
い
す
使
用
者
世
帯
向
け

　

二
二
戸

◇
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使

用
住
宅　
　
　
　

一
〇
戸

　
 

事
業
の
破
た
ん
で
自
己

の
所
有
す
る
住
宅
を
失
い
、

民
事
再
生
法
に
よ
る
再
生
計

画
の
認
可
決
定
を
受
け
て
都

内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
中

小
企
業
の
経
営
者
な
ど

　
 

共
通
の
申
込
資
格
＝
①

対対対対内

都
内
に
三
年
以
上
居
住
す
る

成
年
者
で
、
そ
の
こ
と
が
住

民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ

と
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
車
い

す
使
用
者
世
帯
向
け
は
、
申

込
日
現
在
都
内
に
居
住
し
て

い
て
住
民
票
な
ど
で
証
明
で

き
る
こ
と
）
②
同
居
す
る
親

族
が
い
る
こ
と
（
単
身
者
向

け
を
除
く
）
③
所
得
が
定
め

ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
、な
ど
。詳
し
く
は
募
集
案

内
を
お
読
み
く
だ
さ
い
▽
申

込
用
紙
配
布
期
間
・
場
所
＝

２
月
１
日
〜　

日
（
各
配
布

１０

場
所
の
休
業
日
を
除
く
）、住

宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、

福
祉
事
務
所
、区
民
事
務
所
・

分
室
、
駅
前
事
務
所
。
区
役

所
で
は
、
夜
間
と
休
日
も
配

布
し
ま
す
。
た
だ
し
事
業
再

建
者
向
け
は
、
区
役
所
開
庁

時
間
に
住
宅
課
の
み
で
配
布

し
ま
す 

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
郵
送
。
２

月　

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局

１４
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
・
事
業
再

建
者
向
け
は
、
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
）
に
必

着
の
こ
と 

都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
�
０
５
７

０
‐
０
１
０
８
１
０（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
。
２
月　
１０

日
ま
で
）、�
３
４
９
８
‐
８

８
９
４（　

日
以
降
）ま
た
は

１１

住
宅
課 

公
営
住
宅
入
居
あ

っ
せ
ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

申
問

他

募
集
し
ま
す

都
営
住
宅
入
居
者

都
営
住
宅
入
居
者
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月�日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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競技大会

● 区民体育祭冬季大会
◇スケート
　 ３月２０日（祝）午前７時４５分～９時４５分 明治神宮外苑アイススケート場
（新宿区霞ケ丘５番地） 種目＝中学生、高校生、一般の男子＝５００ｍ／中
学生、高校生、一般の女子＝３００ｍ／小学生男子・女子（各低・高学年別）、
４５歳以上、６０歳以上男子、３５歳以上女子＝２００ｍ 区内在住・在勤・在学の
方(公認登録者を除く) 無料 申込書（区立体育施設にあります）を２月２８
日（必着）までに区スケート連盟・柴田誥三（〒１６７‐００３２天沼１‐４４‐９）
へ郵送または持参 同連盟・柴田�３３９１‐８５９３（平日は夜間のみ） 帽子、
手袋、スケート靴は必ずご用意ください。貸靴(無料)もあります
● 都民体育大会予選会（兼杉並区春季空手道選手権大会）
◇空手道
　 ４月１０日（日）午前９時～ 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 種目＝個人
組手（年齢別、男女別） 区内在住・在勤・在学または区空手道連盟加盟団
体 1種目１０００円 申込書（区立体育施設にあります）と参加費を現金書留
で、２月２８日（必着）までに区空手道連盟・山口昌寿（〒１６０‐００２２新宿区新
宿２‐１４‐７（株）東京ジムキ）へ 同連盟・高瀬�０４２‐７７９‐２５３５

●いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プ
ログラム（○1 成人病予防○2 シェイプアップ○3 体力アップ）を作成し、健康づ
くりのためのアドバイスをします。
　 ２月２０日（日）午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニン
グルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０
組（個人・ペア） ４００円（入場料） 電話で、希望受付時間（受付時間は
午前９時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先
着順） 受付からアドバイス終了まで約１時間かかります

● 杉並区スポーツ・レクリエーション協会の発足
　年代・性別を問わず、気軽に楽しめるニュースポーツが盛んになっていま
す。杉並区は、都内でも有数のニュースポーツが盛んな地域です。今後のニ
ュースポーツの充実と関係者の協力強化を図るために、このたび「杉並区ス
ポーツ・レクリエーション協会」が発足しました。区内で活動している各種
のニュースポーツ団体の皆さん、この機会に加盟して活動しませんか。
　 ・ （財）杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みな
み阿佐ケ谷ビル８階�５３０５‐６１６１）へ

時 場
内

対
費 申

問 他

時 場 内
対

費 申

問

時 場
対 定

費 申

他

申 問

その他

各種がん検診・区民健診のお知らせ各種がん検診・区民健診のお知らせ
　いずれも対象は、職場などでの検診機会がない区民で、年齢はすべて１７年３月３１日現
在です。
◆子宮がん・乳がん検診◆

備　考受診場所・費用受診期間対象年齢検診名
郵便での申込みは終了し
ました。健康推進課窓口
では受診期間中、申込み
を受け付けます。

指定医療機関
１０００円２月１日～２８日

予備期間（４０
歳以上の偶数
年齢の女性）

乳がん検診

※乳がん検診＝受診券をお持ちの方は、期間内に受診してください。
※子宮がん検診は１月末で終了しました。

◆３月の胃がん検診◆
備　考会場・定員・費用実施日時対象年齢

Ｘ線検査の集団検診　【申込み締切】受
診希望日の２週間前の火曜日（必着）【次
の方は申込みをご遠慮ください】○１ 胃の
手術を受けたことがある○２ 現在、胃およ
び十二指腸の疾病治療中または経過観察
中○３ 妊娠中または妊娠の可能性がある○４ 
おおむね１年以内に胃がん検診（血清ぺ
プシノーゲン検査を含む）を受けた方

保健医療センタ
ー（荻窪５‐２０‐
１）
４０名
１０００円

３日～２６日の
木・金・土曜日
午前９時～午
前中

３５歳以上

※がん検診の受診費用は、当日、受診窓口でお支払いください。生活保護世帯の方は、費用が免除
されますので、事前に健康推進課へお問い合わせください。（要申請）

◆区民健康診査◆
備　考受診場所・費用受診期間対象年齢

【申込み締切】郵送受付＝誕生月前から
受診期間内（必着）、窓口受付＝受診期間
内【申込みの必要がない方】６５歳以上の
方と６４歳以下で１５年度の区民健診を受診
した方には、誕生月の前月末に受診票を
送りますので、申込みは不要です。

指定医療機関
無料

誕生月の１日
～末日（誕生
月に受診でき
なかった場合
は誕生月の翌
々月まで）

３０歳以上

※区民健康診査は杉並区内の医療機関のほか中野区・練馬区・世田谷区・三鷹市の一部の医療
機関でも受診できます。詳しくは健康推進課にお問い合わせください。

◆申込みハガキの書き方◆
問い合わせ申込み方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚）健（検）診名

杉並保健所
健康推進課
�３３９１‐１０１５

【記入内容】○１ 区民健診希望○２ 住所○３ 氏名（フリガナ）○４ 生
年月日（年齢）○５ 性別○６ 電話番号【あて先】〒１６７‐００５１荻
窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診

【記入内容】○１ 胃がん検診希望○２ 住所○３ 氏名（フリガナ）○４ 
生年月日（年齢）○５ 性別○６ 電話番号○７ 受診希望日（第３希望
まで）【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師
会胃がん検診担当

胃がん検診
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杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換

気
塔
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
、
排
気

塔
０
・
０
３
１
、
換
気
塔
０
・

０
３
７
で
あ
り
、
環
境
基
準

０
・
６
と
比
較
し
て
十
分
低

い
濃
度
で
し
た
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濃
度
単
位

＝
ｐ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
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）
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杉
並
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・
換

気
で
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年
度
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濃
度
範

１５

囲
を
わ
ず
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で
も
超
え
た
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質
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、
一
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質
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ま
し
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ジ
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メ
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）。し
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環
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確
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条
例
に
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規
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一
一
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ク
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含
め
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し
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ン
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硫
化
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こ
の
中
で
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
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（水）

の
濃
度
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一
回
の
結
果
と

し
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は
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環
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基
準
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値
を
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す
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環
境
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す
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ぶ
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一
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輝
い
た
早
稲
田

大
学
ラ
グ
ビ
ー 
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の
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し
ゅ
う 
き
ゅ
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ぶ

勝
パ
レ
ー
ド
・
報
告
会
・
祝
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会
が
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内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
が
上
井
草
に
練

習
場
を
移
転
し
た
縁
で
、　

年
１５

（土）

に
区
と
同
大
学
は
「
協
働
連
携

に
関
す
る
覚
書
」
を
結
び
ま
し

た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
員
が
区
内
の

小
学
生
に
ラ
グ
ビ
ー
を
指
導
す

る
な
ど
交
流
を
深
め
、
地
元
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
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当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
沿
道
や
区
役
所

ロ
ビ
ー
に
は
合
わ
せ
て
一
〇
〇

〇
名
を
超
え
る
区
民
が
詰
め
か

け
、
大
き
な
拍
手
や
声
援
を
送

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
井
草

に
移
り
、
地
元
小
学
生
も
交
え

た
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
都

代
表
の
都
立
杉
並
高
校
吹
奏
楽

部
も
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
パ

レ
ー
ド
や
報
告
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

「大学日本一「大学日本一」」
おめでとうおめでとう！！

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

２４時間対応の医療情報

杉並区急病医療情報センター
２４時間無休で病院・診療所の案内、急病対応の説明、小児急
病相談を行います。通話記録は録音します（３カ月保存）。

　�３４２３‐９９０９

東京都保健医療情報センターひまわり

東京消防庁災害救急情報センター
　�５２７２‐０３０３
　�３２１２‐２３２３

　�３３９１‐１５９９　休日等夜間急病診療所

平日：午後７時３０分～１０時３０分

土曜日：午後１時～１０時（耳鼻科午後１時～５時は輪番医）
日曜・祝日：午後５時～１０時 （午前９時～午後５時は輪番医）

【小児科】
【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

受付は終了３０分前まで　　（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）
　�３３９８‐５６６６　　歯科休日急病診療所

日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は４時まで）【歯　科】

　�３３９１‐５５３９　  休日等夜間薬局

▲区役所での優勝報告会

▲

パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
内
で
の

優
勝
パ
レ
ー
ド

早大ラグビー蹴球部

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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Japan Day
Please enjoy traditional Japanese dance, tea cere-

mony and flower arrangement, which are not usual-
ly seen.
Date and time: February 19 (Sat.), 1:00 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use
(3-2-19 Asagayaminami)
Fee: ¥500

Speech Contest in Japanese
If you would like to make a speech in Japanese,

please contact ACES before or on February 10.
Please come directly.
Date and time: March 5 (Sat.), from 1:30 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use
(3-2-19 Asagayaminami)
Fee: Free 

Introduction to Foreign Cultures Class –
Egypt
Date and time: March 19 (Sat.), 1:00 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use
(3-2-19 Asagayaminami)
Capacity: 120 people
Fee: ¥1,000

ACES Counseling Services for Foreign Residents
ACES offers free counseling on difficulties encoun-

tered in everyday life.
Date and time: Fridays, 1:00 to 4:00 p.m.
Place: ACES
Languages: Japanese, English, Chinese and Korean 
How to apply: In person, by telephone or by letter (mail
or fax)
Fee: Free

International Exchange Salon
The Salon is located on the International Exchange

Floor (5F) of the ACES office. Please stop by and enjoy
free and open communication with foreign and Japanese
residents.
Hours: Mondays (except national holidays), 1:30 to 4:30
p.m.
Fee: Free
Other: Food and drinks are allowed at the International
Exchange Salon. Please note that political, religious or for-
profit activities are prohibited.

To apply, or for more information on the above, contact
ACES, Minami-Asagaya Building 5F, 1-14-2
Asagayaminami 166-0004.
Tel: 5378-8833   Fax: 5378-8844

Events Calendar (February through March)

This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City and appears regularly on Page 8 of this bulletin, published on the 1st
day of even-numbered months. The articles here were previously published in the Japanese newsletter Koho Suginami and other publications.
このページでは､杉並区に住む外国人の方に､英語で区の情報をお知らせしています(偶数月の1日号8ページに掲載)。なお､日本語版をご希望の方は広報課へ。

To promote the reduction of waste and recycling,
Suginami City has conducted the collection of
plastic by category in four town-council/resident-
association areas, because plastic items make up
about half of all non-combustible waste.

Starting from April 1, this system of collection
will be expanded to up to a sixth of the entire city.
From FY2006, collection will be implemented in
more areas.

In response to the opinions of city residents on
how waste left outside for a long period detracts
from the beauty of the city and attracts crows, who
scatter it all over the area, Suginami City has
strived, as far as possible, to complete the collec-
tion of combustible waste in the morning.

For this reason, the starting time of waste collec-
tion will be brought forward by 30 minutes.
Currently, waste is required to be taken to collec-
tion sites by 8:00 a.m. However, from April 1, you
should take your waste to the collection site by
7:30 a.m.

To prevent the scattering of waste by crows and
cats, as well as arson, please dispose of waste and
recyclable waste in the morning on the day of col-
lection.

Application for Collection of Large-sized
Waste
Suginami City Large-sized Waste
Reception Center
Tel: 5311-5300
Fax: 5311-5303
Reception hours: Daily (except during the
year-end/New Year holidays), 8:00 a.m. to
7:00 p.m.

Collection of Washing Machines, TVs, Air
Conditioners and Refrigerators/Freezers –
Electric Appliance Recycling Center
Tel: 5296-7200
Reception hours: Monday through Saturday
(except during the year-end/New Year holi-
days), 8:00 a.m. to 5:00 p.m.

Note: To dispose of household personal
computers, please ask the particular manu-
facturer to accept your used computer.

Collection Areas from April 1
(Including current collection areas)

Inquiries:
Management of Public Sanitation Section,
Suginami Waste Collection Office, Tel: 3392-
7281
Suginami Waste Collection Office Honan
Branch, Tel: 3323-4571

Plastic Items to be Collected
Applicable items include plastic containers and

wrapping (plastic wrapping, containers and bags
used for packaging food and sundries that cannot
be used after taking the merchandise out and using
it). Applicable items have the identifying symbol
as illustrated below.

Examples: Plastic bottles (for shampoo, soap, cos-
metics, etc.), cups (for instant noodles, yogurt,
etc.), bags (plastic film for wrapping meat, fish or
vegetables, supermarket plastic bags, etc.), food
trays (for meat, fish, etc.), cartons (for eggs, tofu,
“bento” lunches, etc.), styrofoam, etc.

Look for this symbol.

Since the recycling method for plastic PET bot-
tles is different, they are not included in this collec-
tion program. Please take plastic PET bottles to a
storefront collection box, such as at supermarkets.

[ Disposal Procedures ]
Place items in a transparent or semi-transparent

bag, and take it to the regular waste collection site
on the collection day for recyclable resources. Be
sure that containers are completely empty, and
please wash them if they are dirty.

Plastic Items That Are Not Collected
Plastic items other than packaging

containers/wrapping (items that are sold for use as
containers, such as buckets and CD cases), hang-
ers, cassette tapes, plastic hoses, clothes pins, ball-
point pens, etc.

These items do not apply to the Containers and
Packaging Recycling Law, and therefore are not
collected separately.

From April 1, the
Starting Time of 
Waste Collection Will
Be 30 Minutes Earlier

From April 1,
Areas for the Collection
of Plastic by Category
Will Be Expanded

Collection
Day

Monday

Tuesday

Wednesday

Thursday

Friday

Saturday

Suginami Waste
Collection Office

Jurisdiction 

Areas currently conducting
collection – Sanya Town
Council areas, Imagawa 1-
and 2-chome

Naritahigashi 1- and 2-
chome

Shoanhigashi Town Council
areas, Shoan 3-chome

Igusa 1- and 2-chome

Asagayakita 5- and 6-
chome

Miyamae 2- and 3-chome

Suginami Waste
Collection Office Honan

Branch Jurisdiction 

Mabashikita Resident
Association areas,
Koenjikita 4-chome

Izumi 4-chome

Hamadayama 3- and
4-chome

Wada 1-chome

Horinouchiminami
Town Council areas,
Horinouchi 2-chome

Eifuku 3- and 4-chome

Becoming a Clean City by Reducing Waste

No.1708        February 1 (Tuesday), 2005
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Published by: Suginami City Office, Editing: Public Relations Section, Address: 1-15-1 Asagaya-minami, Suginami-ku, Tokyo 166-8570. 
Tel: 3312-2111 (main switchboard), Fax: 3312-9911 (direct line for Public Relations Section) (Please make inquiries in Japanese.)http://www.city.suginami.tokyo.jp/

This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City�and appears� regular ly  on pa  ge 8 of  this�� �bulletin, � � published �  �on the
1st day  of even -number  ed months. The articles here w  �  ere previously� �   published in the Japanese version ne� �� � � � wsletter, K� oho Suginami�  and other publications.�� � � � �
このページでは ､ 杉並区に住む外国人の方に ､ 英語で区の情報をお知らせしています (偶数月の １ 日号 8ページに掲載 )。 なお ､ 日本語版をご希望の方は、広報課へ。        
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